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出所：テラモーターズ

うめきた 期開発事業者
三菱地所、大阪ガス都市開発、オリックス不動産、関電不動産開発、積水ハウス、竹中工務店、阪急電鉄、三菱地所レジデ
ンス、うめきた開発特定目的会社

年に米シアトルで創立されたランドスケープアーキテクト会社。シカゴのミレニアムパークにある「ルリー・ガーデン」
（ 年）、ワシントン の「国立アフリカ系アメリカ人歴史文化博物館」（ 年）など多数の代表作品がある。 年ス
ミソニアン・クーパー・ヒューイット賞、 年ランドスケープの権威に贈られる 賞を受賞するなど、世界でも注目のラ
ンドスケープ建築集団

賃貸マンションにEV充電設備を設置
ESG対応強化と収益性向上に寄与

HOT TOPICS

CBREインベストメントマネジメント・ジャ

パン（CBRE IM）は、電気自動車（EV）ベン

チャーのテラモーターズと組み、自社のファン

ドで運用する賃貸マンション「City Spire（シ

ティスパイア）」にEV充電設備を設置する。

テラモーターズは2022年4月から、EV充

電設備をオーナー負担ゼロで設置・管理

運営する事業「Terra Charge（テラチャー

ジ）」を開始［図表］。札幌市内の賃貸マン
ションに導入されたほか、分譲マンションの

管理組合や管理会社、収益不動産のオー

ナーやPM会社から問い合わせが殺到して

いる。

「既設の分譲マンションを第1のターゲット

としていたが、次なるターゲットとしてファン

ド・REITが保有する賃貸マンションに狙い

を定めた。そのなかで知人のネットワークを

通じて、CBRE IMに導入を提案した」と説

明するのは、テラモーターズの取締役会長 

徳重徹氏。

一方CBRE IMは2～3年前頃からESGの

取り組みを強化してきた。EV充電設備導入

を通じて、ESGに熱心な欧州投資家へのア

ピールのみならず入居者への付加価値アッ

プを図る狙い。「EVが日本にも定着する将

来を見据えた取り組みだ。EV充電設備付

きマンションとしての賃料アップにも期待し

ている」と、CBRE IMの商業住宅投資部 

シニアヴァイスプレジデント 島田悦式氏は

話す。

第1弾として7月末から、ドイツの投資家

が出資するファンドで運用する1棟にTerra 

Chargeを導入する。以降も全70棟の

City Spireを対象に導入を進めたい構え。

ちなみにCBRE IMはTerra Charge以外

にもさまざまなESG関連施策を実施してお

り、LED照明の導入や電力の再生可能エネ

ルギー100％化のほか、電動キックボードの

設置、LGBTsに特化した不動産仲介会社

との提携といった事例がある。

そしてテラモーターズでは、CBRE IM以外

の不動産AM会社との協業も積極的に進め

ていく。賃貸マンションのみならず、オフィス

や商業施設、物流施設、ホテルなどあらゆ

るアセットタイプに視野を広げる考えだ。

「海外でガソリン車からEVへのシフトが急
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 ［図表］Terra Chargeのサービスイメージ

EVユーザー

充電予約・利用・決済
車載充電ケーブルを使用 利用状況の管理

マンション

テラモーターズ

オーナー
管理組合

①無料設置・管理
無償借地のうえ、

設置・運用・保守管理を
テラモーターズへ委託

③電気代返金
充電実績に応じて
半年ごとに返金

②充電サービス提供
充電料金は

1時間あたり200円
（東京電力管内の場合）

速に進むなか、日本はその流れから大幅に

遅れている。当社が不動産プレーヤーと力

を合わせて充電インフラ整備を進めること

で、EVシフトへの足場づくりに貢献してい

けたら」と徳重氏は意気込みを語った。


